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議会だよりはスマートフォンやパソコン、
タブレットからでもご覧になれます。

有害鳥獣対策指導員
農林産物の被害が出ないよう
パトロールしています。

田村　伸幸さん（西郷地区）
たむら のぶゆき

毎朝、施設まわり周辺道路を
掃き掃除しています。

甲斐　秀明さん（北郷地区）
かい ひであき

Uターンしてきて山師をやっています！２人で
力を合わせて精一杯頑張っていきます！

戸澤　実咲さん・正法さん（南郷地区）
とざわ みさき まさのり
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１２２億２，２５０万円を認定
一般会計88.5億　特別会計26.9億　病院会計6.8億

その使われ方は・・・？

令和３年度

決 算

歳入

歳出

　第３回定例会が９月２日から15日
までの14日間の日程で開会しまし
た。
　今回の定例会では、令和３年度の
決算について一般会計、特別会計６
件、病院会計の計８会計を決算審査
特別委員会にて審査し、122億
2,250万円の支出を認定しました。

　地方交付税は平成28年度から
令和２年度までの５年間で合併算
定替特例が終了したこと、および
人口減少により減少が予想されて
いましたが、前年度より約２億円
の増額となりました。
地方交付税は歳入の半分を占める
ため今後も注視が必要です。

一般会計

45億7,333万円

42億6,068万円

40億8,142万円
40億6,474万円

41億1,458万円

43億3,373万円

38

40
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44

46

48

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２ Ｒ３

地方交付税の推移

12億9,055万円
人件費

7億1,913万円
扶助費

10億6,787万円
公債費

10億6,995万円
普通建設事業費

4億1,414万円
災害復旧事業費

14億6,181万円
物件費

1億1,255万円
維持補修費

12億5,364万円
補助費等

8億3,615万円
積立金

1,900万円
投資出資金

2,130万円
貸付金

5億8,828万円
操出金

歳出
88億

5,437万円
※借り入れの返済に
　使われる費用

子育て世帯等への給付金が
あったため前年度比24％増

小中一貫校整備などの大型
の施設整備がなかったため
前年度比46％減

自主財源

依存財源

7億4,859万円
町税 3億3,284万円

繰入金

2億9,336万円
繰越金

7,114万円
諸収入

6億2,063万円
使用料手数料他

43億3,373万円
地方交付税

5億4,035万円
町債

9億5,336万円
県支出金

9億3,862万円
国庫支出金

2億2,292万円
地方譲与税

1億4,692万円
その他交付金

歳入
９２億

２４６万円

歳入全体で前年度比４億5,000万円
減となっているが、コロナ関連の定
額給付金や規模の大きな施設整備事
業が令和２年度に終了したため。
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令
和
３
年
度
実
施

　７月より峰村芳生監査委員と早
川節夫監査委員によって約１ヶ月
に渡り決算監査が行われ、９月２
日議場において峰村監査委員よ
り議会へ決算審査に関する意見
書の報告が行われました。

（監査意見書　一部抜粋）

　北郷支所内の遊休スペースを改修し、町内の民間事
業者（日向農協・耳川広域森林組合）が移転しました。民
間事業所部分にかかった
費用については事業者が
負担し、賃料も使用面積
に応じて請求します。

北 郷支所改修工事

９，７８３万円

　南郷および西郷地域において、国土調査法に基づき、
一筆ごとの土地の所有者、地番、地目および境界を調査
し、面積を測量する地籍調査をおこないました。
本町の調査完了予定は令和
７年度となっております。

地 籍調査事業

３億１，９７６万円

①資源ごみ有価物の収支を明確化した契約にすること。
②ジビエ協議会の活動内容の精査を行い、その事を教訓にして、ジビエ工房の運営が軌道に乗るよ
　う、しっかりとした取組みを行うこと。
③職員の不幸な事案を教訓として、メンタルヘルス研修等の職員への心のケアに取組んでいる。今
　後もしっかりとした対応を行うこと。
④学校での不登校やいじめがあっているとの報告を受けた。今後も関係機関と協力して、その解消
　や再発防止に努めること。
⑤職員の人件費削減のため、電算システムを始め多くの業務を外部に委託していると思うが、委託
　料が多額となっているので、内容の精査や定期的に入札を行うなどして、委託料の削減に取組む
　こと。
⑥濃厚接触者で無症状の方が、町内で新型コロナの検査が出来るようにすることを望む。
⑦救急患者等にも対応出来るよう、受診者カルテを病院と診療所が共有できるよう整備を望む。

令和２年度の小中一貫校の整
備のような大型の施設整備事
業はなく、計画されていた６次
産業化推進の事業が実施にい
たらなかったこともあり、公共
施設整備基金に積み立てがな
されるなど比較的ゆとりの感
じられる町政運営が行われた。

●

道路橋梁、簡易水道、老人福祉
施設等の社会基盤について、各
種インフラの更新計画を担当
課のみでなく庁内全体を見渡
し調整し、年次的な実施計画を
立てることが、効率的かつ着実
にインフラ更新を行う上で必
要な時期になっていると考え
られる。

●

監査委員の目！

付記事項として・・・認定

主な事業

９
月
14
日
に
行
っ
た
現
地
調
査
の
様
子
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一般会計補正予算　１億８，３９７万円

　第３回定例会では令和３年度決算認定のほかに補正予算を
含む２５件の議案が上程され、いずれも原案のとおり可決しま
した。

　ＪＡ日向の米の買い取り価格が令和３年産米から
400円下がったことにより、前年並みの買い取り価
格を維持するために上乗せ補助を行う。
　当初予定していた補助額に30㎏あたり400円を上
乗せすることで、１等米買い取り価格8,000円/30㎏
を維持する。

第３回定例会

第２回臨時会

決算認定 条　例 補正予算 その他

８件 ３件 10件 ４件

質

答

米の買い取り価格維持のための補
助は今後も続けていくのか。

一等米の価格を基準に今後も続け
ていきたい。

質

答

補助見込みの数量はどのように算
出しているのか。

前年の実績から２割増を見込んで
いる。

米の買い取り価格維持

　施設の運営を見直す目的で指定管理者の公
募を行っていました、南郷温泉施設（南郷温泉
山霧）・南郷山草森林交流施設（コテージ山霧）
について、「株式会社ケイメイ」が指定管理者と
して指定されました。

●指定の期間　
　南郷温泉施設　
　　令和５年４月１日～令和８年３月31日
　南郷山草森林交流施設　
　　令和４年10月１日～令和８年３月31日

公の施設の指定管理について

　西郷健康管理センター、南郷・北郷保健セン
ター内の調理実習室について、地域住民の自主
活動などによる使用の要望が増加していること
から、広く町民の使用について可能としました。
あわせて、３施設の使用料の統一を行いました。

調理室の使用料を改正

　商工会が実施するプレミアム付き商品券発行事業に
対して補助金を交付する。町民の購買意欲を喚起さ
せ、町内商店等の活性化につなげる。
　発売は10月中旬予定…プレミアム率40％（7,000
円の商品券を5,000円で発売）

質

答

プレミアム率を下げて発行冊数を
増やすことはできないのか。

今年度前期分は通常の３倍発行し
ている。後期は2.25倍の9,000冊
を予定している。

町内商工業者の活性化を

プレミアム付き商品券発行事業１，９００万円

可
決

ＪＡ日向の米の買い取り価格の比較（１等米のみ掲載）

令和３年度
令和４年度
昨年度比
補助額

7,400円
7,000円
-400円
1,000円

令和４年度
当初予定補助額
600円/30㎏

　７月２５日に臨時会が開催され、特別会計を含む補正予算３件の議案が提出され、
いずれも原案のとおり可決しました。

その他議案

※２時間あたりの料金（使用時間が２時間に満たない場合
　は２時間とする）

調理実習室
栄養指導実習室

栄養指導室
母子保健指導室・会議室

610円利用料金 400円
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議 活 報会 動 告

要望活動を行いました

県土整備部・日向土木事務所
～道路等の整備を要望～

議員政策研究会を開催しました
　8月18日、下川陽一郎氏（元地域おこし協力隊）を講師に招
き、「地域おこし協力隊から事業の創出まで」を演題に勉強会を
開催しました。
　美郷町ではこれまでに延べ19人の協力隊が着任しており、う
ち退任した方が11名、定住したのは３名、うち起業したのが１
名と、定住率の低さが目立ちます。
　下川氏においては協力隊任期終了後に起業し、現在は日向
備長炭の製炭および販売を行っており、どのようにして「事業を
創出する」のか、協力隊任期終了後に独立して経営を行ってい
くには何が必要かなどの話をいただきました。

《県道宇納間・日之影線》
１．北郷宇納間小原～日之影町中崎間の1.5車
　　線的整備促進

 ７月５日に日向土木事務所と県庁、７月20日に中央省庁へ出向き、要望活動を行いました。
　美郷町議会では毎年、町の課題解決に向けて国および県の関係機関に対し、町の現状を伝えるとともに
課題解決に向けた働きかけを行っています。今回の主な要望事項については下記の通りです。

《国道388号》
１．北郷舟方工区の早期完成
２．門川町庭谷から松瀬までの早期完了と美郷
　　町北郷側への早期着手
３．南郷新屋敷工区の工事着手
《国道446号》
１．鎌柄トンネル前後の側溝改良による有蓋化
　　の整備促進
《県道西都・南郷線》
１．南郷上渡川門田橋～渡川簡易郵便局間の整
　　備促進
２．南郷神門仮屋～コテージ山霧間の局部改良
　　整備の早期着手  

国土交通省
～地方への道路整備に係る予算の確保を要望～

１．道路財源の確保を図ること
２．国道388号の整備促進を図ること
３． 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加
　　速化対策」を推進するため、必要な予算の
　　確保を図るとともに、５か年加速化対策後
　　も予算・財源を通常予算とは別枠で確保し、
　　継続して国土強靱化対策に取り組むこと
４．災害復旧・復興段階での国からの継続的な
　　人的・技術的支援を確保するため、地方整
　　備局等の人員の継続的な増員を行うこと

農林水産省・環境省
～獣害被害防止対策予算の確保を要望～

１．獣害被害防止および捕獲活動支援等の鳥獣被
　　害防止総合対策交付金予算を十分確保すること

農林水産省 ～森林整備事業の予算確保・
森林環境譲与税の使途について要望～

１．森林整備事業に必要な予算を十分に確保す
　　ること
２．森林環境譲与税については、森林整備補助
　　事業の上乗せ単独事業や、公有林整備、特
　　用林産事業の原材料伐採等町独自の事業の
　　使途を認めること

県福祉保健部～医師の確保についてを要望～

医師不足が深刻化していることから、町民に
とっての安心安全のよりどころである医療提供
体制を確立するため、必要な医師確保について
要望しました。

各省庁の職員へ要望書を手渡し、その後意見交換を行いました。
記載の要望以外に日向備長炭の空輸についても要望しています。

※議員政策研究会とは、町が抱える問題や取り組んでいる施策について
理解することを目的に、議会改革の一環として行っているものです。

現
役
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
参
加
し
、質
疑

応
答
で
は
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町長より要望書の提出を行い、町の道路の状況等について意見交換
を行いました。
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町有林の現状について
　　　　�町有林の利用状況と面積はいくらある

のか、また、次世代に継承するための
取り組みをどう考えているか。

　　　　�町有林面積は2,721ha、伐採時期がき
ている面積が2,357ha、立木の蓄積量
は約948,000㎥。山を守る為に森林組
合と長期施業委託契約を締結してい
る。町有林利用において組合作業班な
どで人材は育っているが若者や林業経
営者の仕事場造りも要望があれば検討
していく。

町の林道、作業道の路網整
備推進等について
　　　　�林道は重要な生産基盤であるが、今後

の整備推進についてうかがう。
　　　　�作業路は、令和３年度から10年間路網

整備予定区81個所41,000ｍを計画して
いる。必要か所を把握して林道・作業
道の舗装や整備を業者、森林組合に依
頼して対応していく。

鳥獣被害について
　　　　�町内有害鳥獣の捕獲状況は。
　　　　�令和３年度は猪921頭、鹿1,467頭だが

個体数の減にはつながっていない。こ
れから実りの秋を向かえ被害発生が予
想されるが、捕獲班（南郷56名、西郷
51名、北郷51名）の方々に頑張ってい
ただいている。

　　　　�広い山林においては仕切りネットを張
れば被害減少になると思うがいかが
か。

　　　　�食害対策としての仕切りネットにおい
ては今後検討していく。

美郷町の特用林産物について
　　　　�美郷町の特用林産物について町長の見

解をうかがう。
　　　　�乾（ほし）しいたけ生産の燃油高騰支

援は本年度秋以降の収穫に対して農林
水産省の基準価格を参考に検討してい
く。

　　　　�しいたけ、木炭の原木供給事業は現在
の対策で間に合っていると考える。

兒
こ だ ま

玉　鋼
ご う し

士  議員

兒��玉

兒��玉

兒��玉

兒��玉

兒��玉

町��長

町��長

町��長

町��長

町��長

町政を問う町政を問う町政を問う 一般質問
　令和４年第３回定例会の一般質問は、９月５日、６日の2日間の日程で行われ、８名の議員が一般質問を行いま
した。主な質問と答弁の内容は次の通りです。
　また、本会議でのやりとり（会議録）がホームページで閲覧でき、一般質問もすべて見ることが
できますので、ぜひご覧下さい。（議会終了後、会議録の調製等に３月程度かかりますので、あら
かじめご了承下さい。）

議会を見にこんね！
どなたでも傍聴できます。傍聴席は新型コロナウィルス対策のため、人数
制限を行っております。（当日受付先着順）ご理解頂きますようお願いいた
します。
※体調不良の方は傍聴をご遠慮願います。また、手指の消毒、マスクの着用をお願いしております。

次回定例会は、
12月6日㈫
開会予定です。

　　　　　　 特用林産物とは？

　 山林から生産される産物のうち、木材以外のきの
こ類、木炭、竹、桐などの産物のこと。

　例）しいたけ、木炭、フキ、タケノコ等

ポイント1
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コロナ禍における、伝統芸能の
継承活動について
　　　　�コロナ禍により様々な伝統芸能が中止

となっている。このままでは衰退して
いくのではと危惧している。今期の秋
祭りも含め町長の考えをうかがう。

　　　　�継承活動については同様に心配してい
る。ただし、今の情勢を考えると行政
から開催を推進する状況には無い。各
地域による判断と考える。

　　　　�各地の伝統芸能の把握についてうかがう。
　　　　�文化財保護調査委員会という組織があ

り、認定団体は町より助成もある。町
内６地区の神楽はDVD化している。
盆踊りについては十分な調査がされて
いない。

　　　　�各地域の伝統芸能、少なからず後継者
不足ではないか、対策をうかがう。

　　　　�学校教育にも伝統芸能を取り入れ、運
動会等において発表している。この活
動を通じて子ども達が興味を持ち、後
継者対策に繋がればと考える。

ジビエ工房・美郷町ジビエ振興
協議会の現状と今後について
　　　　�一時期は大量の加工肉の在庫を抱えて

いたが、協議会の努力、地域おこし協

介護職・医療職員（看護師等）確保について
　　　　�特に介護職員が不足しているが、これ

から先どうしても施設にお世話になる
方が多くなると思われる。町長が施政
方針の中で、福祉の町としての環境づ
くりを進めると言っているが、美郷町
で働いていただく方を確保する策の一
つとして、住宅賃料の補助を行う事は
出来ないかうかがう。

　　　　�諸塚村は、単身住宅を準備し対応して
いるがそれでも来ない。いろんな手立
てを考え、役場だけでなく一致団結し
体制づくりをして対応したい。

　　　　�町として広報みさと等に、求人広告を
載せて発送できないかうかがう。

　　　　�「今働いている人を大切に」を一番に
考え、広報の仕方も考えながら、取り
組んで行きたい。

診療所運営管理（発熱外来）について
　　　　�南郷診療所には今回、交付金を用いて

診療所敷地内に発熱患者と一般患者と
の接触を避けるための待機施設を設置
するが、北郷にも診療所がある。

力隊着任により運営が軌道に乗った様
に見えた。しかし、現在ジビエ工房は
閉鎖しているようである。この間何が
あったのか。

　　　　�工房の運営も安定し、新商品のジビエ
バーガーの人気・売れ行き共に好調で
あった。その事により従業員の業務量
も増加した。次第に意見や見解の相違
が生まれ、団体間や個人間の関係も悪
化したと考える。ついにはジビエ工房
従業員４名の退職に至った。

　　　　�今後のジビエ工房の運営をどの様に考
えているのか。

　　　　�まずはジビエ振興協議会の立て直しを
最優先と考える。

　　　　�加工肉の販売先は業者を確保してい
る。現在はジビエ解体作業員の確保を
最優先で取り組んでいる。

　　　　�北郷は保健センターを利用するとの事
であったが、私は保健センターでの対
応は無理と思うが対応の違いをうかが
う。

　　　　�南郷診療所は、医療機関の発熱患者医
療の指定を受けている。この事から北
郷診療所との違いがある。

　　　　�北郷で発熱患者が出た場合は、私も対
応は難しいと思う。

　　　　�そこで考えている事は、西郷病院へ搬
送する予定。場合によっては救急車で
の搬送も考えている。

　　　　�人の命が左右される問題のため、軽々
と言えないが、協議をしながら、この
診療所問題に関してはしっかりと運営
をしていきたいと考えている。

若
わかすぎ

杉　伸
し ん じ

児  議員

早
はやかわ

川　節
せ つ お

夫  議員

若��杉

若��杉

若��杉

若��杉

若��杉

早��川

早��川

早��川

町��長

町��長

農林振
興課長

町��長

町��長

教育長

教育長

町��長

町��長
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安倍元首相の国葬実施について
　　　　�岸田内閣は９月に安倍元首相の国葬実

施を決定したが、法律上の根拠もなく
また、一般国民に弔意を強制すること
は、内心の自由を侵すことであり、中
止を求めることが法治国家としてのあ
るべき姿だと考える。

　　　　�国が行うことであり意見は控えるが、
法的根拠が必要であろうと考える。

低所得世帯への生活応援券
の配布について
　　　　�物価高騰の中で町民の暮らしを守るた

め低所得世帯への、生活応援商品券の
配布が必要と考える。

　　　　�必要と考えるが、低所得をどこで線を
引くのかが困難。非課税世帯・子育て
世帯を対象とすることはあってもよい
のではと考える。

バイオマス発電所等の設置について
　　　　�この町は面積の92％約４万haが山林

でこれを活用することで町の発展を実
現することができる。その観点から木
材バイオマス利用の発電所建設、並行
して新電力会社の設置で、エネルギー

森林環境譲与税について
　　　　�令和３年度の主要施策の説明書に森林

環境譲与税の報告がされている。これ
までに合計2億3,202万円の譲与税を
受けている。

　　　　�積立金の残高は8,391万円となってい
るが、今後の活用、取り組み計画は。

　　　　�人材育成や担い手の確保に使っていき
たい。まだ、検討中であるが、木質バ
イオマスと大規模な保安林化の計画を
考えている。

　　　　�国も再造林の拡大を目指すとあるが、
町ではどのように考えているか。

　　　　�持続可能な山作りを目指したい。再造林率が
美郷町は高いが、さらに造林率を高めたい。

　　　　�作業道の補修は１日が3,500円の受益
者負担だが、町外の人もいて話し合い
が難しい。譲与税で補修が出来ない
か。また、山林関係で色々な事業に取
り組んでいるが、譲与税の増により町
の予算を削減される事はないか。

　　　　�保安林の計画があるので今後も山林の
あり方は検討していきたい。受益者の
負担を下げていく方法もあるのではな
いか。基本的には今まで通り譲与税は
別で上乗せと考えている。

自給率向上と雇用拡大、経済の町内循
環等を目指すべきと考える。

　　　　�木質バイオマス協議会に委託して、木
材利用可能量・資源運搬体制、発電・
熱供給・燃料製造それぞれの可能性調
査等の結果を受けて検討する。持続可
能な資源があるのでこれを使わない手
はないと考える。

農業の振興対策について
　　　　�円安傾向のもと、肥料・農薬・飼料な

ど生産資材等の高騰対策が必要と考え
る。また６次産業化の展開は大事な方
針だが、あくまでも栗生産農家の経営
継続維持が高齢化の元、可能かどうか
を含め検討する必要があると考える。

　　　　�６次産業化については農家経営が続けら
れるよう、補助など諸施策を講じていく。

造林の下刈り事業について
　　　　�現在の下刈り補助金は６年だが、令和

４年植栽から３回になることが国や県
で検討されているとのことである、ど
の様なことかうかがう。

　　　　�省力、低コスト施業は下刈り３回以内
の終了を目指すものだが、この施業が
否かに関わらず４回目以降の下刈りは
事業の必要性（下草が植栽木の高さに
達している、もしくは上回る等）を示
す画像の提出が必須となってくる。ま
だ詳細は調整中である。

小
こ う じ

路　文
ふみよし

喜  議員

川
かわむら

村　嘉
よしひこ

彦  議員

川��村

小��路

小��路

小��路

川��村

川��村

川��村

町��長

町��長

小��路

町��長

町��長

町��長

町��長

町��長

町��長

　　　　　　 森林環境譲与税の譲与額ポイント1

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度※見込み

4,414万円 9,379万円 9,409万円 1億2,173万円
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美郷町型軽トラ市について
　　　　�地域活性化、高齢生産者の健康維持、

出品者と買い物客の直接対話の買い
物、本来の楽しさを呼び起こす軽トラ
市を行ってはどうか。

　　　　�県内では川南町の軽トラ市が行われ、
毎月第4日曜日に開催され、毎回約130
台の軽トラが出店され1万人以上の来
場者がありにぎわっている。日髙川南
町長にうかがったところ、「非常に良
いですよ」との返答であった。長い年
月をかけて培ってきたので町の活性化
の一助になっている。

　　　　�美郷町ではどういった形で、どこです
るのか議論していきたい。運営母体を
どうするのか精査し、これならでき
る、難しいならば他の方法ではどうか
と考えていく必要がある。

　　　　�直売所、農産物販売所の方もおられるの
で、実績等をあつめて軽トラ市を含めたな
かで研究したほうがいいのかと思う。

　　　　�若い人達に軽トラ市企画をお願いした
い。

　　　　�みさフェス実行委員がいる。若い人達
を中心に生産者を取り込みやって頂き
たい。

森林環境譲与税について
　　　　�森林環境譲与税について町長の所見を

うかがう。
　　　　�森林環境譲与税はありがたいものであ

り、自治体の裁量に任せて良いものと
考える。

　　　　�美郷町ではこれまでにどういった事業
に使われたのか。

　　　　�森林整備意向調査、担い手確保、林業
就業者育成、木造公共建築物整備、新
組織設立に1億4,811万円を執行した。

　　　　�本町の今後の森林環境譲与税の使途に
ついてうかがう。

　　　　�現在の使途を基準に、木質バイオマス
建設、保安林化事業、また、半分位は
基金として積み立てが必要である。

　　　　�杉の苗木などの助成についてはどう考
えるか。

　　　　�理解が得られれば使って良いと考え
る。

ウィズコロナ・アフターコロナについて
　　　　�町内の児童生徒・教員のコロナの感染

状況はどうであったか。
　　　　�園児・児童・生徒の感染者数は延べ86

名であった。
　　　　�コロナ禍で中止になった行事等はあるか。
　　　　�参観日の数を減らしている等。
　　　　�今後の運動会はどうするのか。
　　　　�本年度は午前中のみ行うと報告を受け

ている。
　　　　�リモート授業は行ったか。
　　　　�欠席者はタブレットによるリモート授

業を行った。
　　　　�３年間の長期コロナによる精神的負荷と

なり不登校となるケースはなかったか。
　　　　�そういった事例はなかった。

無田団地の土壌調査について
　　　　�無田団地の土壌調査結果をうかがう。
　　　　�硬くて排水が悪く、作物が育たない土

地である。
　　　　�この土壌調査の結果を踏まえて今後ど

の様に進めるのか。
　　　　�何か所かの土壌改良の展示ほ場で茶、

シキミ、栗などの試験栽培をしたい。
　　　　�土壌調査とあわせて土地改良のための

暗渠排水工事の概算事業費が算出され
た。自己負担が５％であるが町長の考
えをうかがう。

　　　　�展示ほ場が上手くいけば整備事業が必
要になってくるが自己負担が大きい。
中間管理機構に任せて若い担い手に集
積したい。
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　　　　　　 無田団地とは？

　 南郷神門地区に生産団地形成のために造成された
農地であるが、作物の生育が悪いため、令和３年
度に調査を行った。

ポイント1
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　短歌「ほうずきの 色鮮やかに 知
事室を 美郷のいろに 染め抜きて
おり」

「2022年の新年を迎えて」に短歌
に挑戦することを書いたが、未だに
人の書いた短歌を拝聴するにとど
まっている。宮日の短歌俳句投稿欄
を見るのが今は楽しみとなってい
る。皆さん日ごろの事を歌に込めて
投稿している。投稿者の方に伺うと、
気楽にその情景を31音にまとめれ
ば良いと東郷町の牛飼い議員。宮
日・農業新聞に牛飼いそのものを
歌っている、いい先生です。

短歌への挑戦

甲斐　秀徳 議員
かい ひでのり

議員のひと言コーナー

　台風14号で家屋、農地、農林産物、
道路崩壊など甚大な被害に見舞われ
ました。被害にあわれた方のお見舞
いと１日も早い復旧を願っております。
　全国的には局地的に集中豪雨等
で被害が増えております。世界でも
CO₂の削減運動が高まるなか日本
では森林環境譲与税が令和元年度
より始まりました。森林の有する水
源のかん養、二酸化炭素の吸収、国
土の保全（災害の出ない森林）など
山林の公有的機能が見直されてお
り、私たちも災害の出ない山作りを
目指したいと思っております。

災害に負けない山作りを

川村　嘉彦 議員
かわむら よしひこ

写真：アメダス神門

　大型の台風１４号で被災された
多くの方に、心よりお見舞い申し
上げます。
　今回の台風は報道の通り、非常
に大型で強い勢力を保ちながら九
州各地に大きな被害をもたらしま
した。１日でも早い復旧と生活の
再建が実現できることを心より
祈っています。台風通過後、地域の
方々そして消防団員の皆さんが一
生懸命復旧作業にあたられている
のを目の当たりにして、感謝の念
に堪えないところです。

災害対策は正確な情報から

小路　文喜 議員
こうじ ふみよし

住宅納屋など急傾斜の危険個
所の今後の対策について
　　　　�近年地球温暖化による気候変動で気温

上昇、集中豪雨、台風、地震、火山活
動などの被害が多くなっている。

　　　　�住宅は人命を守るため、町は急傾斜対
策を支援してきてるが、納屋などの急
傾斜対策支援はない。

　　　　�車、農機具、牛舎、コメ倉庫など財産
を守るための、急傾斜対策支援が必要
と思うが。

　　　　�町長はどの様に考えているのか。

　　　　�今までどおり民家のみ急傾斜対策を支
援していく。

　　　　�納屋等の対策支援は今のところ考えて
いない。

　　　　�納屋などを支援すると、民家への支援
が遅れるので、人命を守ることを優先
したい。

中
なかしま

嶋　奈
な ら お

良雄  議員

中��嶋

町��長

　　　　　　 

町単独災害関連急傾斜地崩壊対策事業

　 補助限度額…200 万円
　補助率………80％　※補助率のかさ上げあり 
　補助対象……人家　
　　　　　　　 山がけ５ｍ以上庭先のがけ高２ｍ以

上傾斜度３０度以上

ポイント1

　　　　　　 

美郷町内土砂災害警戒区域等の指定か所は？

　 土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
　　703 か所（令和３年３月末時点）

ポイント２
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あれからどうなった？ ～追跡調査～

問���①施設園芸（金柑、ミニトマト、花な
ど）、繁殖牛などスマート農業の推進計
画はあるのか。

　��②燃料残の自動センサー、また、花やホ
オズキなどの温度開閉機などまだまだ進
んでいないが今後の推進はいかがか。

答���①水稲におけるドローン防除や繁殖牛の
牛歩計などの導入は徐々に進んでいる。
施設園芸においてはまだ導入されていな
い作物もある。子牛を購入するときの補
助金継続の話は聞くが、他の要望は聞か
ない。しかし、年間死産・流産が30頭く
らいいると聞くので、スマート農業とい
う部分で畜産振興のため検討したい。

 　 ②まだまだ足りない部分は町や県の補助
金を抱き合わせて、やれるところはどん
どんやっていきたい。

（農林振興課より）
①スマート農業の推進として、新規就農者や住
居と牛舎が離れている農家において、分娩監
視装置（膣内の体温変化の監視により分娩予
定時刻が携帯に通知されるものや監視カメ
ラ）の導入が進んでいる。既存の補助事業の活
用により今後も推進していく。

（令和４年９月15日現在）

問���西郷レイクランドには、子育て支援およ
び集客などの目的で遊具施設の整備がな
された。同様に南郷・北郷にも設置の必
要があると思われる。

答���南郷・北郷の方々からも設置を要望する
声が届いている。どの様な遊具施設がい
いのか、また、設置の場所など子育て世
代の方々とも協議を重ねながら要望に応
えていきたい。

（南郷地域課より）
設置を検討中である。
令和４年７月１５日に開催した美郷町南郷支
所調査等再検討協議会において、設置場所の
意見をうかがったところであり、遊具の規模等
についても、協議会等の意見をうかがいなが
ら、進めて参りたい。

（北郷地域課より）
設置を検討中。
設置場所・規模については地区住民と協議を
行い決定していく予定。

（令和４年９月14日現在）

（令和３年３月議会での一般質問）

川
かわむら

村　嘉
よしひこ

彦�議員

（令和３年９月議会での園田義彦 元議員の一般質問）

若
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杉　伸
し ん じ

児�議員

スマート農業を進めてみては 町内の遊具施設について

その後

その後

②温度開閉機については、
スイトピー・ラナンキュラ
スのハウスでは導入してい
るが、ホオズキなど雨よけ
ハウスで導入しているとこ
ろはない。県内においても
導入はないようである。燃
料残の自動センサーなど
も含め要望があれば、県や
町の事業を活用して導入
を行っていく。

令和３年度に整備された西郷レイクランド内の遊具施設
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ほ
だ
木
作
り
の
工
夫
は
。

　
最
近
、
小
径
木
を
中
心
に
害
虫
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

原
木
に
ネ
ッ
ト
を
掛
け
、
菌
糸
が
原
木

の
木
口
に
出
て
か
ら
移
動
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
椎
茸
の
増
収
は
良
い
ほ
だ
木
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

サ
カ
キ
も
作
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
自
然
を
活
か
し
て
サ
カ
キ
の
栽
培
も

し
て
い
ま
す
。
所
有
す
る
山
林
に
自
生

　
南
郷
神
門
田
爪
地
区
の
山
本
維
一
さ

ん
、
膺
子
さ
ん
ご
夫
婦
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　
近
年
大
病
も
し
ま
し
た
が
、
２
人
で

毎
日
、
美
味
し
い
椎
茸
作
り
に
専
念
し

て
い
ま
す
。

　
30
代
の
頃
、
山
本
家
の
経
営
を
任
さ

れ
た
け
れ
ど
も
、
椎
茸
栽
培
だ
け
で
は

生
活
出
来
な
い
の
で
色
々
な
仕
事
に
も

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
椎
茸
栽
培

が
一
番
良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
農
薬

や
肥
料
を
使
わ
ず
安
全
で
安
心
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

し
て
い
た
サ
カ
キ
を
管
理
し
、
今
で
は

周
年
出
荷
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
毎
年
の
肥
料
散
布
、
下
刈
り
に
は
苦

労
し
ま
す
が
、
園
が
広
が
っ
て
い
く
の

が
楽
し
み
で
す
。

美
郷
町
行
政
に
望
む
こ
と
は
。

　
今
後
、
若
い
椎
茸
生
産
者
を
増
や
す

た
め
に
原
木
林
造
成
と
、
生
産
者
自
宅

に
よ
り
近
い
ほ
だ
場
（
作
業
効
率
が
良

い
）
を
作
る
た
め
、
耕
作
放
棄
地
に
木

を
植
林
し
人
口
ほ
だ
場
を
作
る
よ
う
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
楽
し
み
は
。

　
子
供
や
孫
達
が
帰
っ
て
来
た
時
、
山

や
川
で
楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
ま
だ
ま

だ
作
り
、
こ
れ
か
ら
も
自
然
豊
か
で
楽

し
い
地
域
づ
く
り
に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!!

（
取
材
　
中
田
　
武
満
）

第１４回
山
やま も と

本　維
これ か ず

一さん・膺
あ つ こ

子さん夫婦美郷町の元気びと

美郷町の
元気びと募集！

美郷町議会だよりでは、美郷町で

活動している元気な人「元気びと」

を募集しています。ぜひ、ご一報い

ただければ取材に伺います。自薦

他薦は問いません。ご応募お待ち

しております!!

議会事務局
TEL（0982）66-3607

　
み
な
さ
ん
が
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
読
ま
れ

る
頃
は
少
し
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る

こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
台
風
通
過
直
後
の
停
電
・
断
水
・

テ
レ
ビ
放
送
停
止
が
起
こ
っ
た
こ
ろ
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
聴
い
た
声
を
紹
介
し
ま
す
。
一

番
多
か
っ
た
の
は
、「
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の

か
、
何
時
復
旧
す
る
の
か
、
見
通
し
は
」
と

い
う
情
報
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

行
政
は
対
策
で
多
忙
を
極
め
る
中
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
情
報
が
あ
れ
ば
住
民
の
皆
さ
ん

は
、
行
政
を
信
頼
し
て
待
ち
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。 

　
今
後
こ
の
よ
う
な
台
風
が
来
な
い
こ
と
を

祈
っ
て
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
路
　
文
喜

（
編
集
）

　
美
郷
町
議
会

　
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
広
報
部
会   

部
会
長
…
…
中
嶋
奈
良
雄

委
　
員
…
…
中
田
　
武
満

　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
義
幸

小
路
　
文
喜

川
村
　
嘉
彦

　
　
　
　
　
　
　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー山

本
　
文
男

◀サカキを 20 年以上管理
　しているそうです。

山本さん夫婦が管理する▶
椎茸原木　

※この議会だよりは１部 36.7円でできています。
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